通称「　雪　虫　」

アブラムシの仲間で、タマワタムシ科に属するアブラムシ
　一般的な種類は「トドノネオオワタムシ」と呼ばれ、大きな白いふわふわなワタをつけて飛んでいます。

北海道ではワタムシともアブラムシとも言わずユキムシという愛称で親んでいます。
　ユキムシと呼ぶのは一時期で飛んでいるときだけの呼び名。

トドマツの木からヤチダモの木に移動飛行する時でトドマツにいるのは6月から10月までの間、トドマツ根の液で生活します。そして幾世代も生まれるようですが、最後の世代のものが、「ユキムシ」となって、ヤチダモの木に移動します。卵からかえるとトドマツに移動して生き存えます。そういうサイクルを繰り返していのです。
[image: image1.png]



